
特集／現代中国の政治変容

一
九
九
○
年
代
以
降
の
中
国
の
民
族
問
題
を
め

ぐ
る
政
治
ア
ク
タ
ー
の
特
徴
は
、
チ
ベ
ッ
ト
の
み

な
ら
ず
、
ウ
イ
グ
ル
や
内
モ
ン
ゴ
ル
な
ど
の
民
族

運
動
が
活
動
拠
点
を
ア
メ
リ
カ
や
ド
イ
ツ
な
ど
の

国
外
に
拡
大
し
は
じ
め
た
こ
と
で
あ
る
。
従
来
、

チ
ベ
ッ
ト
以
外
の
民
族
運
動
在
外
組
織
は
、
中
国

か
ら
の
分
離
独
立
の
実
現
性
が
低
い
こ
と
を
理
由

に
、
中
国
政
治
の
ア
ク
タ
ー
と
し
て
は
そ
の
役
割

を
低
く
見
積
も
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
ウ
イ
グ

ル
の
民
族
運
動
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
中
国
当
局

と
の
あ
い
だ
に
一
定
の
政
治
的
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
政
治
ア
ク
タ
ー
と

し
て
の
役
割
が
高
ま
っ
て
き
た
。

●
一
九
九
○
年
代
に
お
け
る
ウ
イ
グ
ル

民
族
運
動
の
国
外
組
織
の
結
成

一
九
八
○
年
代
末
か
ら
中
国
政
府
は
ウ
イ
グ
ル

民
族
運
動
の
国
外
組
織
に
警
戒
感
を
募
ら
せ
て
い

た
が
、
と
り
わ
け
一
九
九
六
年
頃
か
ら
ア
メ
リ
カ

や
ド
イ
ツ
な
ど
で
様
々
な
組
織
が
樹
立
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
れ
ら
の
う
ち
、
今
日
の
民
族
運

動
に
つ
な
が
る
代
表
的
な
組
織
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

①
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
情
報
セ
ン
タ
ー
（Eastern 

Turkistan Inform
ation C

enter

）。

一
九
九
六
年
六
月
一
日
、
ド
イ
ツ
の
ミ
ュ
ン
ヘ

ン
に
設
立
さ
れ
た
。
同
セ
ン
タ
ー
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
な
ど
を
使
っ
て
、
ウ
イ
グ
ル
の
民
族
運
動
に

関
す
る
情
報
を
ウ
イ
グ
ル
語
、
英
語
、
日
本
語
、

中
国
語
な
ど
で
情
報
発
信
し
て
い
る
。
ア
ブ
ド
ゥ

ジ
リ
リ
・
カ
ラ
カ
シ
が
こ
の
組
織
の
中
核
メ
ン
バ

ー
で
あ
り
、
現
在
は
二
○
○
四
年
九
月
に
設
立
さ

れ
た
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
亡
命
政
府
（
後
述
）
の
重

要
ポ
ス
ト
を
兼
務
し
て
い
る
。
中
国
政
府
か
ら
は

要
注
意
人
物
と
し
て
マ
ー
ク
さ
れ
て
お
り
、
二
○

○
三
年
一
二
月
一
五
日
に
発
表
さ
れ
た
中
国
公
安

部
「
テ
ロ
組
織
・
テ
ロ
リ
ス
ト
」（
後
述
）
で
名

指
し
さ
れ
て
い
る
。

②
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
民
族
解
放
セ
ン
タ
ー

（East Turkistan N
ational Freedom

 C
enter

）。

一
九
九
六
年
に
ア
メ
リ
カ
で
設
立
さ
れ
、
ア
メ

リ
カ
政
府
や
国
際
世
論
へ
の
働
き
か
け
を
活
動
の

中
心
と
し
て
い
る
。
二
○
○
四
年
九
月
に
東
ト
ル

キ
ス
タ
ン
亡
命
政
府
を
樹
立
し
た
際
の
母
体
組
織

と
な
り
、
セ
ン
タ
ー
主
席
の
エ
ニ
ウ
ェ
ル
・
ユ
ス

ッ
プ
・
ト
ゥ
ラ
ニ
は
、
そ
の
亡
命
政
府
の
総
理
大

臣
を
つ
と
め
て
い
る
。

③
ウ
イ
グ
ル
・
ア
メ
リ
カ
ン
・
ア
ソ
シ
エ
ー
シ

ョ
ン
（U

yghur Am
erican Association

）。

一
九
九
八
年
五
月
に
在
米
ウ
イ
グ
ル
人
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
拡
大
に
あ
わ
せ
て
創
設
さ
れ
、「
ウ
イ

グ
ル
の
文
化
を
維
持
発
展
さ
せ
る
と
と
も
に
、
ウ

イ
グ
ル
人
が
平
和
的
民
主
的
な
方
法
に
よ
っ
て
将

来
の
政
治
決
定
を
行
え
る
環
境
を
創
出
す
る
こ

と
」
を
目
的
と
し
て
い
る
。
主
要
メ
ン
バ
ー
は
二

○
○
四
年
四
月
の
世
界
ウ
イ
グ
ル
代
表
者
会
議

（
後
述
）
の
設
立
に
関
わ
っ
た
。

④
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
民
族
会
議
（East 

Turkistan N
ational C

ongress

）。

一
九
九
九
年
一
○
月
に
設
立
さ
れ
た
。
一
九
九

二
年
一
二
月
に
ト
ル
コ
で
開
催
さ
れ
た
ウ
イ
グ
ル

民
族
運
動
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
流
れ
を
引
き
継
ぐ
古
参

組
織
の
よ
う
で
あ
る
。
二
○
○
一
年
一
○
月
に
開

催
さ
れ
た
第
三
回
全
体
会
議
で
は
、
同
時
多
発
テ

ロ
直
後
の
開
催
の
た
め
か
、
ウ
イ
グ
ル
の
民
族
運

動
が
テ
ロ
と
は
無
関
係
で
あ
り
、
中
国
政
府
が
反

テ
ロ
の
名
目
で
民
族
運
動
の
取
締
り
を
強
化
し
て

い
る
こ
と
へ
の
非
難
を
決
議
し
た
。
ま
た
二
○
○

四
年
四
月
の
世
界
ウ
イ
グ
ル
代
表
者
会
議
の
創
設

に
関
わ
っ
た
。

少
数
民
族
の
在
外
運
動
組
織
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⑤
そ
の
他
。

二
○
○
三
年
一
二
月
一
五
日
に
中
国
公
安
部
が

発
表
し
た
「
テ
ロ
組
織
」
リ
ス
ト
に
よ
れ
ば
、
東

ト
ル
キ
ス
タ
ン
イ
ス
ラ
ム
運
動
（
一
九
九
三
年
結

成
、
一
九
九
七
年
再
結
成
）、
一
九
九
六
年
に
ト

ル
コ
の
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
で
結
成
さ
れ
た
東
ト
ル

キ
ス
タ
ン
解
放
組
織
、
一
九
九
六
年
に
ド
イ
ツ
の

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
創
設
さ
れ
た
世
界
ウ
イ
グ
ル
青
年

代
表
大
会
が
あ
る
と
さ
れ
る
。

●
ウ
イ
グ
ル
民
族
運
動
に
対
す
る
中
国

政
府
の
対
応

こ
う
し
た
動
き
に
対
し
て
、
中
国
政
府
は
新
疆

ウ
イ
グ
ル
自
治
区
に
隣
接
す
る
中
央
ア
ジ
ア
諸
国

と
の
外
交
関
係
を
強
化
し
、
一
九
九
八
年
七
月
の

上
海
フ
ァ
イ
ブ
で
分
離
主
義
や
テ
ロ
リ
ズ
ム
へ
の

協
力
関
係
を
強
化
す
る
点
で
合
意
を
得
た
。
ま
た

二
○
○
一
年
六
月
一
五
日
に
は
、
上
海
フ
ァ
イ
ブ

に
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
を
加
え
て
上
海
協
力
機
構
を

結
成
し
、「
テ
ロ
リ
ズ
ム
、
分
離
主
義
、
過
激
主

義
の
取
り
締
ま
り
に
関
す
る
上
海
条
約
」
に
調
印

し
、
ウ
イ
グ
ル
問
題
、
チ
ェ
チ
ェ
ン
問
題
、
ウ
ズ

ベ
ク
イ
ス
ラ
ム
問
題
な
ど
に
多
国
間
協
力
で
対
処

す
る
こ
と
を
取
り
決
め
た
。
そ
の
三
カ
月
後
に
発

生
し
た
同
時
多
発
テ
ロ
直
後
に
は
、
い
ち
早
く
国

際
社
会
と
「
テ
ロ
」
で
共
闘
す
る
こ
と
を
表
明
し
、

二
○
○
一
年
一
○
月
一
一
日
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

の
タ
リ
バ
ン
か
ら
軍
事
訓
練
を
受
け
て
い
る
証
拠

が
あ
る
と
し
て
、
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
イ
ス
ラ
ム
運

動
を
「
国
際
テ
ロ
組
織
」
に
位
置
づ
け
た
。
米
中

関
係
に
お
い
て
は
二
○
○
二
年
八
月
二
六
日
、
中

国
訪
問
中
の
ア
ー
ミ
テ
ー
ジ
国
務
副
長
官
（
当

時
）
が
、
少
数
民
族
の
諸
権
利
を
尊
重
す
る
必
要

性
を
述
べ
た
う
え
で
、
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
イ
ス
ラ

ム
運
動
を
ア
メ
リ
カ
政
府
の
テ
ロ
組
織
リ
ス
ト
に

加
え
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
九
月
一
一

日
に
は
国
連
安
保
理
も
同
運
動
を
テ
ロ
組
織
リ
ス

ト
に
加
え
た
。

国
内
面
で
は
、
二
○
○
一
年
一
二
月
に
刑
法
を

改
正
し
、「
テ
ロ
グ
ル
ー
プ
」
を
組
織
し
た
場
合

一
○
年
以
上
の
懲
役
ま
た
は
無
期
懲
役
と
す
る
な

ど
「
テ
ロ
」
へ
の
処
罰
を
強
化
し
た
。
ま
た
二
○

○
二
年
初
頭
に
国
務
院
新
聞
弁
公
室
が
「『
東
ト

ル
キ
ス
タ
ン
』
テ
ロ
グ
ル
ー
プ
は
犯
罪
責
任
を
免

れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
を
発
表
す
る
と
と
も
に
、

中
国
公
安
部
に
反
テ
ロ
局
を
創
設
し
た
。
そ
の
う

え
で
二
○
○
三
年
一
二
月
一
五
日
、
中
国
公
安
部

は
「
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
独
立
テ
ロ
組
織
お
よ
び
テ

ロ
リ
ス
ト
」
を
公
表
し
、
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
イ
ス

ラ
ム
運
動
、
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
解
放
組
織
、
世
界

ウ
イ
グ
ル
青
年
代
表
大
会
、
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
情

報
セ
ン
タ
ー
の
四
団
体
を
「
テ
ロ
組
織
」
に
、
一

一
名
の
個
人
を
「
テ
ロ
リ
ス
ト
」
と
し
た
。

中
国
公
安
部
反
テ
ロ
局
副
局
長
の
趙
永

は
二

○
○
三
年
一
二
月
一
五
日
の
記
者
会
見
で
、「
テ

ロ
組
織
」
と
「
テ
ロ
リ
ス
ト
」
の
認
定
基
準
を
次

の
よ
う
に
説
明
し
た
。「
テ
ロ
組
織
」に
つ
い
て
は
、

①
テ
ロ
行
為
に
よ
り
、
国
家
の
安
全
を
脅
か
し
、

社
会
的
秩
序
を
破
壊
し
、
大
衆
の
生
命
・
財
産
を

損
な
う
組
織
（
本
部
所
在
地
は
国
内
・
国
外
を
問

わ
な
い
）。
②
一
定
の
組
織
体
制
と
分
業
シ
ス
テ

ム
を
備
え
て
い
る
。
③
上
記
①
、
②
の
基
準
に
合

致
し
か
つ
以
下
の
条
件
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま

る
組
織
。
⒤
テ
ロ
活
動
を
組
織
、
計
画
、
扇
動
、

実
行
、
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
、
も
し
く
は
現
在

テ
ロ
活
動
を
組
織
、
計
画
、
扇
動
、
実
行
、
参
加

し
て
い
る
。
（ii）
テ
ロ
活
動
に
資
金
援
助
と
支
持
を

与
え
て
い
る
。
（iii）
テ
ロ
活
動
拠
点
を
設
立
し
、
組

織
的
に
テ
ロ
リ
ス
ト
を
募
集
、
訓
練
、
育
成
し
て

い
る
。
（iv）
別
の
国
際
テ
ロ
組
織
と
連
携
し
て
資
金

援
助
、
訓
練
、
育
成
を
受
け
、
そ
れ
ら
の
活
動
に

参
加
す
る
組
織
。「
テ
ロ
リ
ス
ト
」
に
つ
い
て
は
、

①
テ
ロ
組
織
と
連
携
し
て
、
国
内
外
で
国
家
の
安

全
と
大
衆
の
生
命
・
財
産
を
脅
か
す
テ
ロ
活
動
を

行
う
人
物
（
中
国
籍
・
外
国
籍
を
問
わ
な
い
）。

②
上
記
①
の
基
準
に
合
致
し
か
つ
以
下
の
条
件
の

い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
人
物
。
⒤
テ
ロ
組
織
を

組
織
、
指
導
し
、
参
加
し
て
い
る
。
（ii）
テ
ロ
活
動

の
実
施
を
組
織
、
計
画
、
扇
動
、
宣
伝
、
教
唆
し

て
い
る
。
（iii）
テ
ロ
組
織
と
テ
ロ
リ
ス
ト
が
テ
ロ
活

動
を
行
え
る
よ
う
に
、
資
金
援
助
し
支
持
を
与
え

て
い
る
。
（iv）
上
記
基
準
で
認
定
さ
れ
た
テ
ロ
組
織

や
そ
の
他
の
国
際
テ
ロ
組
織
を
受
け
入
れ
て
、
そ

の
活
動
に
資
金
援
助
、
訓
練
、
育
成
、
参
加
し
て

い
る
。

●
二
○
○
四
年
に
お
け
る
ウ
イ
グ
ル
民

族
運
動
組
織
の
統
合
と
創
設

中
国
公
安
部
に
よ
る
リ
ス
ト
発
表
へ
の
対
抗
と
、

経
済
力
の
向
上
に
伴
う
中
国
の
世
界
的
影
響
力
拡

大
へ
の
警
戒
感
か
ら
、
二
○
○
四
年
に
入
る
と
ウ

イ
グ
ル
の
在
外
運
動
組
織
の
組
織
統
合
が
急
速
に

進
展
し
、
以
下
の
二
つ
の
組
織
に
収
斂
し
て
い
っ
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た
。①

世
界
ウ
イ
グ
ル
代
表
者
会
議
（W

orld U
y-

ghur C
ongress

）。

世
界
ウ
イ
グ
ル
代
表
者
会
議
は
、
東
ト
ル
キ
ス

タ
ン
民
族
会
議
、
世
界
ウ
イ
グ
ル
青
年
代
表
大
会
、

欧
州
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
連
合
な
ど
が
中
心
と
な
っ

て
、
二
○
○
四
年
四
月
一
八
日
に
ド
イ
ツ
で
設
立

さ
れ
た
。
平
和
的
・
非
暴
力
的
・
民
主
的
な
手
段

に
よ
る
民
族
自
決
を
目
指
す
と
し
、
武
装
暴
動
に

否
定
的
な
立
場
を
と
っ
て
い
る
。

主
席
に
就
任
し
た
エ
リ
キ
ン
・
ア
リ
ッ
プ
テ
キ

ン
は
、
一
九
四
九
年
以
来
在
外
ウ
イ
グ
ル
人
の
精

神
的
支
柱
で
あ
っ
た
ア
イ
サ
・
ユ
ス
フ
・
ア
リ
ッ

プ
テ
キ
ン
（
一
九
九
五
年
に
ト
ル
コ
で
死
去
。
享

年
九
四
歳
）
を
父
に
も
つ
。
組
織
の
中
核
に
は
中

国
政
府
が
「
テ
ロ
リ
ス
ト
」
と
し
て
警
戒
す
る
ド

リ
ク
エ
ン
・
ア
イ
サ
が
い
る
ほ
か
、
主
要
メ
ン
バ

ー
の
な
か
に
、
ア
メ
リ
カ
の
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
に

拠
点
を
お
く
ウ
イ
グ
ル
・
ア
メ
リ
カ
ン
・
ア
ソ
シ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
幹
部
が
名
を
連
ね
て
い
る
。
同
ア

ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
ア
メ
リ
カ
と
の
パ
イ

プ
を
確
保
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

②
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
亡
命
政
府
（East 

Turkistan G
overnm

ent in Exile

）。

東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
亡
命
政
府
は
、
二
○
○
四
年

九
月
一
四
日
に
ア
メ
リ
カ
の
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
で

設
立
さ
れ
、
同
年
一
一
月
下
旬
に
「
東
ト
ル
キ
ス

タ
ン
憲
法
」
を
発
表
し
た
。

「
大
統
領
」
に
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
在
住
の
エ

フ
メ
ッ
ト
・
イ
ゲ
ム
ベ
ル
デ
ィ
が
選
出
さ
れ
て
い

る
が
、
中
核
を
担
っ
て
い
る
人
物
は
、「
総
理
大

臣
」の
エ
ニ
ウ
ェ
ル
・
ユ
ス
ッ
プ
と
「
広
報
大
臣
」

兼
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
情
報
セ
ン
タ
ー
主
席
の
ア
ブ

ド
ゥ
ジ
ェ
リ
リ
・
カ
ラ
カ
シ
（
前
述
）
で
あ
ろ
う
。

亡
命
政
府
の
人
員
構
成
か
ら
み
て
、
ア
メ
リ
カ
に

拠
点
を
置
く
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
民
族
解
放
セ
ン
タ

ー
と
、
ド
イ
ツ
に
拠
点
を
置
く
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン

情
報
セ
ン
タ
ー
を
ベ
ー
ス
に
設
立
さ
れ
た
と
み
ら

れ
る
。

二
○
○
四
年
の
組
織
統
合
に
お
い
て
、
ウ
イ
グ

ル
民
族
運
動
の
在
外
組
織
は
世
界
ウ
イ
グ
ル
代
表

者
会
議
と
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
亡
命
政
府
の
二
つ
の

系
譜
に
収
斂
し
て
い
る
よ
う
に
み
ら
れ
る
が
、
こ

の
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
活
動
方
針
な
ど
に

お
い
て
な
お
大
き
な
隔
た
り
が
存
在
し
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
世
界
ウ
イ
グ
ル
代
表
者
会
議
は
、
亡

命
政
府
と
の
協
力
関
係
を
模
索
す
る
可
能
性
を
示

し
な
が
ら
も
、
そ
の
前
提
条
件
と
し
て
法
的
な
登

録
手
続
き
を
行
っ
て
ア
メ
リ
カ
政
府
か
ら
公
的
な

認
知
を
う
け
る
こ
と
を
提
示
し
た
。
さ
ら
に
亡
命

政
府
と
同
様
に
ア
メ
リ
カ
に
拠
点
を
お
く
ウ
イ
グ

ル
・
ア
メ
リ
カ
ン
・
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
メ
ン

バ
ー
と
エ
リ
キ
ン
・
ア
リ
ッ
プ
テ
キ
ン
（
前
述
）

が
亡
命
政
府
に
参
加
す
る
こ
と
を
協
力
関
係
の
前

提
条
件
と
み
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
一
方
、
東
ト

ル
キ
ス
タ
ン
亡
命
政
府
側
も
そ
の
声
明
の
な
か
で
、

在
外
ウ
イ
グ
ル
人
の
間
で
亡
命
政
府
樹
立
に
関
し

て
活
動
方
針
の
不
一
致
や
不
協
和
音
が
存
在
す
る

こ
と
を
認
め
て
い
る
。

●
在
外
ウ
イ
グ
ル
民
族
運
動
組
織
の
展

望在
外
ウ
イ
グ
ル
民
族
運
動
の
再
編
は
現
在
進
行

形
で
あ
り
、
こ
の
両
者
の
関
係
を
単
純
な
対
立
構

図
と
は
み
な
し
き
れ
な
い
。
し
か
し
少
な
く
と
も

現
段
階
に
お
い
て
は
、
在
外
運
動
が
一
枚
岩
の
強

力
な
組
織
を
保
持
し
て
い
る
と
は
い
え
ず
、
こ
の

両
組
織
が
い
か
に
連
携
し
協
調
関
係
を
築
い
て
い

け
る
か
と
い
う
点
に
、
今
後
の
在
外
ウ
イ
グ
ル
民

族
運
動
の
展
望
が
見
通
せ
よ
う
。

両
組
織
と
も
組
織
力
や
資
金
力
な
ど
が
不
十
分

で
あ
り
、
民
族
運
動
の
政
治
目
的
を
す
ぐ
に
達
成

で
き
る
状
況
に
は
な
い
。
し
か
し
、
中
国
政
府
と

様
々
な
か
た
ち
で
相
互
に
政
治
的
リ
ア
ク
シ
ョ
ン

を
繰
り
返
し
て
お
り
、
在
外
運
動
組
織
が
政
治
ア
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ク
タ
ー
と
し
て
の
役
割
を
演
じ
始
め
て
い
る
こ
と

は
否
定
で
き
な
い
。
中
国
政
府
が
ま
だ
ま
だ
未
熟

な
「
挑
戦
者
」
を
国
際
関
係
の
枠
組
み
を
用
い
て

封
じ
込
め
よ
う
と
し
た
結
果
、
か
え
っ
て
こ
の

「
挑
戦
者
」
の
存
在
が
国
際
的
な
認
知
を
得
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
東
ト
ル
キ
ス
タ

ン
情
報
セ
ン
タ
ー
の
指
導
者
た
ち
が
言
う
よ
う
に
、

「
同
時
多
発
テ
ロ
を
利
用
し
て
中
国
は
ウ
イ
グ
ル

民
族
運
動
へ
の
攻
撃
を
強
め
た
が
、
同
時
に
東
ト

ル
キ
ス
タ
ン
問
題
を
国
際
化
す
る
面
で
大
き
な
一

歩
を
踏
み
出
し
た
」
の
で
あ
る
。
二
○
○
六
年
四

月
の
胡
錦
濤
国
家
主
席
の
ア
メ
リ
カ
訪
問
に
際
し

て
ア
メ
リ
カ
国
務
省
が
作
成
し
た
フ
ァ
ク
ト
シ
ー

ト
に
は
、
チ
ベ
ッ
ト
問
題
と
並
ん
で
、
中
国
政
府

が
国
際
テ
ロ
と
の
共
闘
と
い
う
名
目
で
ウ
イ
グ
ル

の
ム
ス
リ
ム
を
規
制
し
て
い
る
と
い
う
指
摘
が
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
米
中
関
係
に
お
い
て
も
ウ
イ
グ

ル
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
始
め
た
の
で
あ
る
。

民
族
運
動
側
に
す
れ
ば
、
引
き
続
き
国
際
社
会
で

の
活
動
空
間
を
獲
得
す
る
必
要
が
あ
り
、
特
に
ア

メ
リ
カ
へ
の
依
存
度
を
高
め
続
け
る
で
あ
ろ
う
。

●
内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
党

内
モ
ン
ゴ
ル
の
在
外
民
族
運
動
に
関
し
て
は
、

一
九
九
七
年
三
月
二
三
日
に
ア
メ
リ
カ
・
ニ
ュ
ー

ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の
プ
リ
ン
ス
ト
ン
で
内
モ
ン
ゴ
ル

人
民
党
が
結
成
さ
れ
て
い
る
。
初
代
主
席
に
は
、

一
九
五
七
年
生
ま
れ
で
内
モ
ン
ゴ
ル
東
部
の
哲
里

木
盟
奈
曼
旗
出
身
の
テ
ィ
ム
チ
ル
ト
・
シ
ョ
ブ
ス

テ
ュ
ッ
ド
が
選
出
さ
れ
た
。
彼
は
二
○
代
の
頃
か

ら
文
化
大
革
命
期
の
冤
罪
事
件
「
内
モ
ン
ゴ
ル
人

民
革
命
党
掘
り
出
し
運
動
」
に
関
わ
っ
た
責
任
者

の
厳
罰
を
求
め
る
運
動
に
参
加
し
て
い
た
と
い
う
。

内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
党
の
活
動
方
針
を
理
解
す
る

に
は
、
そ
の
名
称
の
由
来
と
一
九
九
七
年
と
い
う

設
立
年
の
も
つ
意
味
を
知
る
必
要
が
あ
る
。
一
九

二
○
年
代
と
一
九
四
○
年
代
に
内
モ
ン
ゴ
ル
人
民

革
命
党
と
い
う
政
党
が
実
在
し
、
内
モ
ン
ゴ
ル
の

独
立
を
求
め
る
民
族
運
動
の
指
導
的
な
役
割
を
担

っ
て
い
た
。
内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党
は
内
モ
ン

ゴ
ル
民
族
運
動
の
歴
史
的
な
求
心
力
で
あ
り
、
そ

こ
か
ら
「
革
命
」
の
二
文
字
を
と
っ
て
内
モ
ン
ゴ

ル
人
民
党
と
い
う
組
織
名
称
と
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
現
在
の
中
国
で
は
、
一
九
四
七
年
五
月
一
日

を
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
創
設
日
と
し
て
い
る
。

民
族
運
動
を
実
施
す
る
立
場
か
ら
す
る
と
、
一
九

九
七
年
は
中
国
共
産
党
に
よ
る
内
モ
ン
ゴ
ル
「
占

領
」
五
○
周
年
と
解
釈
さ
れ
、
そ
れ
に
あ
わ
せ
て

内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
党
を
創
設
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
政
治
系
譜
を
も
つ
内
モ
ン
ゴ
ル
人
民

党
は
、
そ
の
政
治
目
的
と
し
て
内
モ
ン
ゴ
ル
の
み

を
領
域
と
し
た
独
立
国
家
の
樹
立
を
目
指
し
て
お

り
、
モ
ン
ゴ
ル
国
と
の
統
一
を
政
治
ア
ジ
ェ
ン
ダ

に
含
ん
で
い
な
い
。
短
期
的
に
は
民
主
的
か
つ
平

和
的
に
中
国
共
産
党
に
よ
る
「
植
民
統
治
」
を
終

結
さ
せ
、
中
期
的
に
は
中
国
の
発
展
を
見
極
め
な

が
ら
連
邦
関
係
な
ど
に
よ
っ
て
協
調
関
係
を
構
築

し
、
最
終
的
に
は
内
モ
ン
ゴ
ル
を
独
立
国
家
と
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。「
二
つ
の
モ
ン
ゴ
ル

国
」
の
統
一
は
党
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
に
含
め
て
お
ら

ず
、
内
モ
ン
ゴ
ル
に
限
定
し
た
民
族
主
義
を
強
調

し
た
政
治
運
動
を
展
開
し
て
い
る
。

●
民
族
運
動
と
日
本

内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
党
の
活
動
は
、
他
の
民
族
運

動
と
比
べ
て
そ
れ
ほ
ど
活
発
と
は
い
え
ず
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
も
長
く
停
滞
状
態
が
続
い
て
い

た
。
と
こ
ろ
が
二
○
○
六
年
二
月
に
、
内
モ
ン
ゴ

ル
人
民
党
の
メ
ン
バ
ー
が
日
本
に
集
結
し
「
東
京

宣
言
」
を
発
表
し
た
。「
東
京
宣
言
」
は
、
党
の

本
部
を
ア
メ
リ
カ
か
ら
日
本
に
移
動
さ
せ
る
こ
と

や
、
条
件
が
整
い
次
第
「
南
モ
ン
ゴ
ル
臨
時
政

府
」（
そ
も
そ
も
内
モ
ン
ゴ
ル
や
外
モ
ン
ゴ
ル
と

い
う
言
い
方
は
中
国
か
ら
み
た
場
合
の
識
別
表
現

で
あ
り
、
モ
ン
ゴ
ル
語
で
は
北
モ
ン
ゴ
ル
や
南
モ

ン
ゴ
ル
と
い
う
表
現
を
用
い
る
と
い
う
。
し
た
が

っ
て
、「
南
モ
ン
ゴ
ル
」
と
い
う
名
称
を
使
う
こ

と
自
体
、
一
つ
の
政
治
性
を
も
っ
て
い
る
と
い
え

る
）
を
樹
立
す
る
こ
と
な
ど
を
提
示
し
て
い
る
。

世
界
的
に
み
て
、
民
族
問
題
は
人
権
問
題
と
し
て

取
り
扱
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
お
り
、
一
方
的

な
宣
言
と
は
い
え
彼
ら
が
日
本
で
の
活
動
を
進
め

て
い
く
と
な
る
と
、
中
国
の
民
族
問
題
に
日
本
が

い
か
に
関
わ
っ
て
い
く
べ
き
か
を
真
剣
に
検
討
し

て
お
く
必
要
が
生
じ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

（
ほ 

し
の　

ま
さ
ひ
ろ
／
静
岡
県
立
大
学
国
際

関
係
学
部
助
教
授
）
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